
目標や学習内容のつながり、高度化 

 
EXAMPLE 

 
EXAMPLE 

※学習内容…言語材料と言語活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
１．学びの系統性と連続性を意識した中学校英語科の授業づくり 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

２．学習内容※の系統性を踏まえ、学びの連続性を生み出す指導の充実に向けて 
 
 
 
 

① 学習到達目標（CAN-DOリスト）を基に、学年及び領域の目標で示されている育成を目指す資質・能力 
を確認し、単元において目指す「ゴールの姿」を明確にする。 

 
②  学習する単元とその前後の単元における学習内容のつながりを確認し、学習する単元で取り扱う学習内容 

の位置付けを明確にする。 
 

③ ①で設定した「ゴールの姿」と②で整理した学習内容を踏まえ、単元終末の言語活動を具体的に設定する。 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

令和８年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（中学校英語科教育研究委員会） 

外国語教育では、言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能力を、学校段階を通して段階的に育成すること

が求められています。そのためには、小・中・高等学校における目標の共通点や相違点を理解し、学習内容の系統性を

踏まえた上で、学びの連続性を生み出す指導を意識することが大切です。中学校英語科においては、小学校外国語活動・

外国語科での音声中心の学習を基盤とし、高等学校卒業時に求められる論理的に伝え合う資質・能力の育成にも

留意しながら授業づくりを行いましょう。 

Point 1 
学習到達目標（CAN-DO リスト）を基に、学習内容の系統性を踏まえた言語活動を設定する。  

中学校英語科 

 学びの系統性と連続性を意識した授業づくり 

～学習内容の系統性を踏まえ、連続性を生み出す指導の充実に向けて～ 

系統性 連続性 

言語活動で取り扱う話題 

既習事項の活用、次の学習への発展 

中１  自分の身の回りの人を紹介する  「話すこと［発表］」 

学年目標 

身の回りの人やもの、ことにつ 
いて、紹介することができる。 
 

「話すこと［発表］」 

簡単な表現を使って、まとまりの
ある内容を話すことができる。 

 

単元において目指す「ゴールの姿」 

自分の身の回りの人について、事実や自分の考え
などを整理して、紹介することができる。 

身近な事柄 

「好きな教科」 

小６ 

日常的な話題 

「趣味」 

中１ 

社会的な話題 

「尊敬する偉人」 

 

中３ 

言語活動 

自分がどのような人物
か伝える。 

言語材料 

be 動詞 

これまでの単元 

言語材料 

三人称・単数・現在 

言語活動 

自分の身の回りの人に
ついて伝える。 

学習する単元 
言語材料 

代名詞 
why と because 

言語活動 

自分の好きな有名人
について伝える。 

これからの単元 

 
EXAMPLE 

単元終末の言語活動 

 学習到達目標（CAN-DO リスト） 

互いのことをよく知るために、自分の家族やペットなどについて、相手に分かりやすく紹介する。 

����「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表 

  
ここは前に学習した
表現が使えそう。 

学習内容を関連付けている生徒の姿 

社会や世界との 
関わりのある話題 
「環境問題」 

高１ 今日学んだ新しい表現を
使えば、相手にもっと分か
りやすく伝えられそう。 

②  

③  

①  

〇 導入場面 

言語活動 互いのことをよく知るために、自分の家族やペットなどについて、相手に分かりやすく紹介する。 

言語活動（１回目） 

 

言語活動（２回目） 

中 間 指 導  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
  

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

  
 
 

 
 

Point 2 
これまでに学習した語句や基本的な表現などを、意味のある文脈の中で、想起しながら繰り返し
活用したり、それらを基に自らの表現を発展させたりする場面を設定する。 

Point 3 
言語活動を振り返り、次の学習につなげるための振り返りの視点を示す。  

Please look at this family introduction by Jun.  Do you remember 
this card?  What is it about?  What expressions can you find? 

・これまでに学習した語句や基本的な表現の中で、今日はどのようなものを使うことができましたか。 

・目標を達成するために、新たにどのようなことができるようになりましたか。 

・今日の学習を生かして、今後はどのようなことができるようになりたいですか。 

【小学校で使用した家族紹介カード】 

How is your family introduction?  

これまでに使用した教材の活用 

既習表現を活用する
small talk の設定 

これまでに自分が書いた
英文を読み返す場面の設定 

これまでに録画したパフォーマンス
の動画を視聴する場面の設定 

◆ 活用や発展を促す手立て 

既習・未習の word list
や表現集の活用 

既習表現を活用する単元
末の発展的な活動の設定 

教科書本文の内容を自分の
言葉で再構成する活動の設定 

既習表現の活用や表現の発展を促す中間指導の設定 

Well... This is～.や He is～.を使って紹介することはできました。でも、そ
の人の特徴や魅力をもっと詳しく伝えたいです。 

Good. In this unit, we learned 三人称単数現在時制, such as “lives,” and 
“likes.”  Try to use them.  You can also use “can” to tell 特徴 and 魅力.  

モデル文では、“likes” を使って家族が好きなことを伝えています。それか
ら、can を使って得意なことも紹介しています。 

◆ 想起を促す手立て 

教師と生徒の対話や生徒同士の対話、ワークシートを活用した振り返り 

 
EXAMPLE 

その他の手立て例 … 

その他の手立て例 … 

This is Makoto. 
He is my brother. 
He is friendly. 

あ、これ小学校で使いました。家族
の名前や性格を紹介しています。 

えっと、This is～.や He 
is～.を使っています。 

Great.  You introduced your family in elementary school, too, right?   
Now, can you introduce your family again?  You can use Jun’s example. 

Jun 

I see. Now, let’s look back at the model family introduction from our 
first lesson in this unit. What expressions can you find? 

↑モデル文にある表現の活用を促す働き掛け 

 
EXAMPLE 

◆ 振り返りの視点 

 
EXAMPLE 

発展的な表現を用いた
発話や記述の共有 

「彼は、シェフでした。」と言いたいのですが、“He is a chef.”でよいですか。 

Good question. “is”は「今」を表すよね。では、「昔」を表すときはどうなるのだ
ろう。そのヒントが次の単元に出てくるから、どう変わるのか見てみましょう。 
 ↑教科書を参照し、be 動詞の現在形から過去形へと発展を促す働き掛け 

 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r8/puroken/06_cyuei/06_cyuei_keito.pdf

